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●はじめに 

 

ご紹介頂きました国土交通省の海事局長をやっております森重でございます。海そして海洋が、世界

に広がって、それを舞台として様々なダイナミックな出来事が昨今起こっております。経済社会、国際

政治も含めて起こっております。そういう変化の時代に今日こうして海事行政のお話をさせて頂く機会

を頂まして誠にありがとうございます。30 分から 40 分間かけまして、お話をさせて頂ければというふ

うに思っております。 

 

【未来を拓く海事行政】 

 

私ども海事行政は、海運、船舶、そして船員と、そういう三分野に亘りまして、三位一体の行政を進

めておるわけでございます。ご承知のように海の世界、海事クラスターという多くの仲間の皆様と一緒

に、産業界も含めましてクラスター全体として、国際、国内の色んな対応を展開しているということで

ございまして、こういう連合体として、日本連合として海の世界を進んでいくというスタイルを今後も

続けて頑張りたいと思っております。 

今、三分野と申しましたけれども、外航海運・内航海運、そうした海運の安定的な海上輸送、そして

造船・舶用工業といった製造業の展開、進行、そして優秀な船員の確保・育成という分野でございます

が、時代の変化に応じて、環境の変化に応じて、一体として取り組んでいきたいと考えておりますけど

も、本日はその中で「未来を拓く海事行政」というタイトルを付けさせて頂いて、いわば新しい展開、

新しい海へ乗り出す海事クラスターという意味で絞ってご紹介をさせて頂ければと思います。 

 

【① 水平への新展開 ②垂直への新展開 ③楽しみへの新展開】 

 

テーマと致しましては、３つございまして、新しい展開、新しい海というのはどういう分野かという



ことでございますが、１つには水平面への新展開でございます。これはいわばエネルギーが国際航路網

を変えるという視点でございます。２番目が、垂直方向への新展開でございます。海底資源の新世界へ

世界は動いていると。これもエネルギー絡みであります。３番目が楽しみの新展開ということで、これ

はいわば海洋観光、あるいは船の旅の再発見という方向ではないかというふうに思っております。キー

ワードとしては、エネルギー資源、それと海洋観光ということではないかというふうに思います。 

 

①水平への新展開：エネルギーが航路網を変える 

～国際航路網の歴史的転換～ 

 

それでは、まず一点目の水平への新展開―

「エネルギーが航路網を変える」という点で

ございますが、３ページをご覧下さい。これ

は皆さんご承知のように、国際航路網という

のは歴史の転換とともに広がってきたわけで

ございますけれど、この際に見てみました結

果がここに落としてございます。いわば７つ

の海の展開ということになるんだと思います

けども、このセブンシーズというのは、どの範囲のことを言うのかは、色んなことが言われております

けれど、今は太平洋、大西洋、南北ですね。それからインド洋、そして北極海、南極海、これをセブン

シーズと言われておりますが、今からお話しするこの航路網の歴史に辿って、セブンシーズの主力と言

いますか、それがエーゲ海、アドリア海から紅海、アラビア海と名前を変えて歴史的に現在そう言われ

ているということに対応している話でもございます。  

ご承知のようにまず赤―フェニキア人の世界でございますね。これは前 10世紀頃の航海術を身に付け

たフェニキア人、これが航海のネットワークを最初に作ったと大まかに言われておりますが、アフリカ

大陸を周遊できるほどの技術を持っていたというふうに言われております。２番目が黄色の世界でござ



いまして、地中海はローマの世界ということであります。３番目が中世ヨーロッパ、ハンザ同盟、イタ

リアの港湾都市。これはブルーの世界でございます。この中にネットワークが張り巡らされていたと。

それがムスリムの商人の世界ということで、ぐっと広がりまして、東西貿易の海のシルクロード、東西

貿易の主要ルートになってきたと。これが黒に近い紫色の世界でございます。 

さらに皆さんよくご承知の大航海時代。そして鄭和の遠征、アジアでは日本の朱印船貿易が広がりを

見せてきたということでございます。そして現代の航路網、19世紀のスエズ運河、20世紀前半のパナマ

運河、今年はパナマ運河開通 100 年でございますけども、それを経て戦後を迎え、アジアの経済発展と

ともにまずは日本を中心としたネットワーク、それに中国・東南アジア等アジア域内ネットワークの拡

大ということで現代に至っているということでございます。その中でエネルギーというものを見てみま

すと、石油、天然ガス、これは天然ガスの右側の方はパイプラインもあるわけでございますけども、こ

ういう中東、アフリカ、南米を始点とした矢印が、エネルギーの輸送ルートとして登場してきていると。 

 

～シェールガス革命が世界の天然ガス市場に与える影響～ 

 

さて、それでは今、よく話題になっておりま

すシェールガスでございます。アメリカにおい

てシェールガス革命が起こり、2017年より輸出

が本格化すると、我が国の LNG（液化天然ガス）

調達先もオーストラリア、カタール、マレーシ

アから、大きく太平洋を渡る航路が出現するこ

とになります。それとセットで関連しますのが

2015年開通予定のパナマ運河でございます。先

ほどのシェールガスが 2017年ですから、それに先立つ 2015年の開通を見越して、今、工事が進められ

ております。第１レーン、第２レーンに加え、コンテナ船であれば、400TEUが 12,000TEUまで運べる

ような第３レーンが付加されるということであります。 



今お話ししましたように、シェールガスの世界が天然ガスの世界に与える影響でございますが、新し

い国際エネルギー航路が出現するという、ここのところなかった状況が目の前に出てきていると。いわ

ばこの赤い矢印が今後見込まれる流れということで、特に北米、拡張パナマ運河を通って、東海岸から

太平洋を横断して東アジアに来る新国際幹線が出来る。そしてカナダも加わってくる。それに連動して

ロシアからのアジアマーケットの拡大ということも加わってくると。カタールというのが書いてござい

ますが、点線もありますけども、カタールというのはアメリカの LNG輸入を見越しまして大幅に生産能

力を増強してきております。このために LNGの需給というのは緩和しておりますが、これがシェールガ

スの関係で、輸出先を欧州に変更していくということでございますので、欧州に輸出しているロシアは、

欧州からの再圧要求に直面するということで、このような流れが色々見込まれてくるということでござ

います。 

 

～新たなエネルギー輸送ルートの出現に向けた主な対応～ 

 

それに対応していく政策・産業界も含めた対応でございますが、何しろ新ルートの出現に対して、船

体整備をしなければいけないと。現在世界の LNG船の隻数、これは色んな数え方がありますが、360隻

程度と言われております。これに１つの試算でございますけども、さらに 50から 100隻程度加わってく

るということで皆さんご承知のように、LNGへの船舶投資が既に大幅に活発に出てきているという状況

になっているわけでございます。 

私どもとしては、新型 LNG船対応のための大型タンクといった関係の技術開発支援、安全評価手法の

整備、高度な船員の養成、それからパナマ政府との運河の関係での政府間協議の場を設ける。これは運

河の通航料であるとか、通航要件の話がございます。等々をこれから進めていく、あるいは今進め始め

ているということでございます。また税制公的支援による支援や金融による支援も進めていきたいと思

っております。 

 

 ～新エネルギーとしての液化水素の海上輸送～ 



 

シェールガスほどには話題になっておりませんけども、実は私どもが進めている話として、新エネル

ギーとして、液化水素の海上輸送を、次の時代を見越して、産業界の動きに対応して安全基準の作成を

やっております。安価な水素をオーストラリアの褐炭から作りまして、今、㎥で 120 円位かかっており

ますのを 30円位でできるので、輸送費をかけてもペイするのではないかということで、取り組みが起こ

っております。それに対して液化天然ガスは、現在通常はやっておりますけれど、水素についてはまだ

国際基準ができておりません。そこで日本と豪州の間で、安全基準を作って運んでいくという準備を進

めていまして、これは国際基準がないところには、荷出し国、荷主国、そして船籍国で合意した基準で

運んでいいというのが SOLAS（The International Convention for the Safety of Life at Sea）条約にあ

るものですから、その関係当事国で基準を作って対応していくという作業をしております。 

以上がシェールガスでございます。 

 

～北極海航路：海洋資源開発と 

航路利用の現状及び航行ルート～ 

 

そして北極海航路。これは時間の関係があ

りますので、ご紹介するに留めますけれど、

今のシェールガスの話がアジアから見たら、

油の西方向だけじゃなくて、東の方をしっか

り見ていく。そしてその先、もう一度オース

トラリアということで水素があれば、南にも

あるということでございますが、北極海の話

はこれまた北ということになります。こちら

にも目を向けていく必要があると。 

こちらもエネルギーでございまして、ヤマル半島でロシアが資源開発、LNG が進行中でございます。



これに関連した船舶投資の動きがあるのが皆さんご承知かと思いますが、大変埋蔵量が多いということ

で土地の半分ではありますが、北極海航路への関係が大変深いということであります。トランジット運

航というのも、ここ３、４年で急増。2013年には 71隻の実績がございました。 

航行ルートでございます。いくつかの種類がございますけども、この赤で書いたところが、ロシアが

砕氷船を付加するという方式をとっている航路でございます。国交省と致しましては、この北の方向へ

の航路につきましては、まずは基礎情報の整理分析を行うこと、そして左側の２つ目の箱でございます

が、IMO（国際海事機関）における取り組み。これは船舶の安全の技術基準、ポーラーコードというの

を、IMO で国際基準化すると。これをちょうど今委員会で作業しているところであります。船級のコー

ドを基本にして、国際基準に取り組んでいくというものであります。そして一番下でございますが、や

はり安全性に加えて、コストと経済性でございますが、これも現在我が省の調査、総合政策局を中心に

進めていくということでございます。 

 

～エネルギー航路網の新展開～ 

 

エネルギーに関しましては以上をまとめますと、１つは東と北へも目を向ける。360度を視界に新市場

に対応した競争力ある海洋産業を作っていく。２番目、パナマ運河拡張に対する課題を見越して解決し

なければいけない。３番目、高度な知識技能を有する人材の育成に取り組む必要があるということでご

ざいます。 

 

②垂直への新展開：海底資源の新世界へ 

 ～伸びゆく海洋資源開発～ 

 

以上が水平展開でございますが、次が垂直方向への新展開、「海底資源の世界」であります。ここに「伸

びゆく海洋資源開発」と書いてございますが、上の段が海底油田、下の段が海底ガス田でありますが、

一番左側をご覧になって頂くと分かりますように、太字で赤のパーセントが書いてあるところ。南米、



アフリカ、カスピ海、地中海、ガス、石油、

海底、いずれも今後の伸びが見込まれるとい

うことであります。真ん中の縦（グラフ）で

ありますけども、油田、ガス田共に洋上の生

産量のシェアが高まってきておりまして、現

在ほぼ４割位までいっていると。洋上だけで

なく、さらに深くということでございまして、

一番右端が進む大水深化ということで、ここ

では１つの区切りとして 500 メートル以上の深海と未満の浅海と書いてありますが、500 メートルまで

は支えですね、ジャッキアップとかそういう支えで海底から直接固定できる。500メートルを超えますと、

浮体になるとこういう差で見たものであります。具体的に、「海洋構造物の大水深化の進展」のグラフの、

特に赤をご覧頂きたいんですが、Subsea Production well というふうに書いてありますけども、生産関

係ですね。これがどんどん深くなってきていまして、現在水深 3,000 メートルまで操業していると。次

は 3,000メートルからさらに深い世界へと、こういう状況になります。 

 

～海洋資源開発に必要な技術と船舶～ 

 

海洋資源開発。これは大変大きなプロジェクトでございまして、いわば総合的な技術力の結合体であ

ります。様々な技術が取り組まれていると。特に右下の吸い上げる方ですね、ライザー技術であります

とか、右上の係留技術がポイントになってきます。特に修正するんではなくて、予測して最初から合わ

せて変更していくような、かなり高度な新技術がこれからどんどん進んでいくと見込まれています。下

に洋上ロジスティックスと書いてございますが、それは後でご説明します。 

総合的なプロジェクトと申し上げましたが、それに必要となるオフショア船舶も様々な船が登場致し

ます。しかもそれぞれ単価が極めて高いという世界であります。例えば一番の典型がこの右にあります、

FLNG（浮体式液化天然ガス生産施設）でございますが、総需要規模が約１兆円クラスでございまして、



そこに中心となる浮かび物につきましても、船価が 5、6000 億円するものもあると見込まれておりまし

て、これからこれらが本格的に登場する世界になります。 

 

～海洋開発関連市場の現状と将来の見通し～ 

 

そのマーケットの規模でありますが、この左側の隔年毎のフローの売上的なイメージのマーケットで

ございます。左端が現在と考えて頂いて、いわゆるオフショア系、赤のマーケットというのは、世界的

に４兆円位の年間の売上の規模ですが、一般商船は約 10 兆というのが現在の姿。それが 2020 年にはど

うなるかという予想をしたものでございますけども、赤のオフショア船舶が 10兆円規模になると。一般

商船規模並みになるだろうと、こういう予測がされております。その場合のプレイヤーは誰になるかと

いうことでありますが、現在のプレイヤーは右の円グラフでございます。韓国、中国、そしてシンガポ

ール。ブラジルもありますけども、まだ生産が十分スタートしておりません。これは手持ち工事量で見

たものでございますが、やはり日本は１％の世界。これから新市場として得意な技術を活かしてシェア

を取っていかなければいけないということでございます。 

 

～掘削用海洋構造物の国別建造実績～ 

 

これがその中で色んなタイプの海洋構造物、

船がございますが、ドリルシップであるとか、

セミサブのリグであるとか、ジャッキアップ

リグであるとか、そういう掘削用の海洋構造

物という観点から、これまでの国別の建造実

績を見たものであります。上の方をご覧下さ

い。棒グラフがありますね。これがいわゆる

海洋構造物の年毎の生産なんです。ご覧にな



れば分かりますように、1970 年代の後半から 1980 年代の半ば位までグラフが立っております。これは

各国が殺到した時代、海洋構造物第一次ブームの時代でございますが、日本の造船会社も参画してかな

り作りました。これはブルーの折れ線グラフが油価でございますが、高くなってくる。100ドル近くなっ

てきて、海底から取っても、コストでペイできるというふうな見通しの下で、そちらへのシフトという

のがかなり起きてきたと。 

もちろん在来船舶か、海洋開発ものかというのは、どちらが将来性があるのか、利益がどうかという

のは、正しくエネルギーのコストにも関係するわけでございますけども、その１つの関連を示している

ものではあります。 

その後油価が下がっても、シンガポール、韓国はちょっと小さく棒グラフが立っておりますけども、

頑張って続けてきたわけでございます。それでいよいよまた高い油価の時代が来たと。そのときに第二

次ブームのヘゲモニーを担うのはどこかという世界になっているわけであります。下が一般商船の各年

毎の建造実績でございます。大体海洋構造物の部分のときには凹んでいるということでありますが、こ

れはそれと対応していることと若干山がずれているのは、年毎のドックを埋める、受注するタイミング

というのが、海洋構造物は割合空いていたらすぐ作る。船の方は２、３年先を見て受注するということ

で、若干ギャップが出ているので少しずれているのだと考えられます。 

以上の状況の中で、大変頼もしく思いますのは、我が国の海運、造船、これもここ数年で大きく前に

出てきたと。新しい世界、新市場へ乗り出していくと。いわば在来の技術を磨き上げて、しっかりマー

ケットをとっていくことに加えて、新市場へも果敢に対応していくとこういういわば二軸船の船が出来

たようなものでございまして、私どもも色んな形で支援して、応援していきたいというふうに思ってお

ります。 

 

～我が国造船企業等のブラジル造船所への進出～ 

 

例えば造船企業のブラジル海洋市場への進出でありますが、これはほんの３、４年前から本格的に始

まりました。特にメジャーのコントロールが比較的少ないペトログロスとの良好な関係をきっかけにし



っかりと参画していくという流れなんですけれど、左上のところにありますように、川崎重工、2012年

５月、そして右上の IHI、ジャパンマリンユナイテッド、日揮の参画、それから三番目が割合最近でござ

いますけれど、下にあります三菱重工をはじめとする各社の登場、2013 年 10 月ということで、前に出

てきております。その中で特にロジスティックハブというのをご紹介したいんですが、オフショアの支

援船と今のような進出でとっていくわけですけれど、特にブラジルにおきましては、より沖合へより深

くという海洋開発、エネルギー開発になっております。現在沖合 100 キロ位の辺りで海底の油田から油

を取っていると。約 25,000人の作業者が常駐しておりまして、毎日片道約 2,000人をヘリコプターで沖

合との施設の間を輸送しているという状況にあります。それがこれから 200 キロ、300 キロ沖、しかも

3,000メートル越えのさらに深い海へ行くわけでございます。ヘリコプターで 2、300キロ沖まで、極め

て難しい面がございます。それでハブ＆スポークではございませんが、中間地点で浮体を作りまして、

人員機材の拠点中継基地として活用すると。そこを陸との間では高速支援船、そして沖合の構造物との

間はヘリコプターと、こういうモデルを今やろうとしていると。近いうちにペトログロスの方から、い

わゆる国際入札の動きが参ってくることになっておりまして、私ども日本連合としては、下にございま

すＪ-DeEP という技術研究開発組合を作りまして、ぜひとも日本連合の海洋開発の獲得第１号の案件に

したいということで、官民挙げて今努力をしているという状況でございます。 

  

 ～外航大手３社による海洋開発事業への進出～ 

 

それから海運の方でございますけども、これ

は造船に比べてさらに数年前から出ておりまし

て、外航大手の３社は 2007年頃から様々な形で

出資、それからオペレーションまで含めて、ブ

ラジルを始め各地へ乗り出してきたと。そう遠

くない前なんですが、造船よりも早いと。具体

的には、この３社の例が書いてございますけど



も、日本郵船 2008年のグループ立ち上げから、ノルウェーのクヌッセンと組んで展開をして、今ブラジ

ルへの試航もしていると。川崎汽船もノルウェーとのパートナーと一緒に出ていると。商船三井も同様

ということで、いわば日本の海運・造船は、ここに新しい動きに大きく力を入れてきているということ

をご紹介したいと思いますし、私どもとしても国際交渉とか環境整備、色んな形の施策を進めておりま

すが、予算面におきましても、やはり日本連合のポイントは技術力でございますから、とにかく技術開

発にしっかりと支援したいということで、例えば来年度予算におきましても、左側でございますが、鍵

となる技術の開発に５億円、そして右側でございますが、先程申し上げましたロジスティックハブへの

進出への課題の解決等のサポートを４億円等々、日本全体を挙げて取り組んでいるという状況でござい

ます。 

  

 ③楽しみへの新展開：海洋観光と船の旅再発見へ 

 ～海からの観光立国の展開～ 

 

さて、３番目はいわば楽しみの新展開ということでございまして、物流から人の世界へちょっと変わ

ってくるわけでありますが、皆さんご承知のように、訪日外国人、1,000 万人を昨年 12 月突破致しまし

た。ある意味画期的な世界でありまして、国際観光も新しいフェーズに入ったなという実感が致してお

ります。その中でさらにこれから観光立国を政府挙げて進めていくという段階になっているわけでござ

います。 

いわば私ども海からの観光立国を展開していくというふうに考えておりまして、2020年の東京オリン

ピック、パラリンピックに向けて対応していく。そしてインバウンド 1,000 万人時代でございますけど

も、さらに多くの方にまた多様な楽しみをして頂く。それから一番右でございますけれど、やはり観光

というのは、各地の地域経済とかいわゆる地域づくりに大変関係が深い、効果が大きいということで、

省を挙げて各局取り組んでいるという状況でございます。いわば海洋観光、そして船旅の再発見という

のが重点テーマと言いますか、ぜひ海洋観光ということで、関係の皆様と共に旗を揚げ、また旗を振っ

ていきたいと思っております。ここの中に色々考えておりますけれど、やはりプレイヤーの１つは船だ



と思うんですね。そして浜辺があり、半島があり、島があり、そして港町がありと、色んなものを総動

員して楽しみを提供していくと、そういう世

界に入っていると思います。 

これまでの海事行政からすれば、観光とい

うのはちょっとぴったりこなかった面もあっ

たかもしれませんけれど、今はそういう切り

口で取り組んでいこうと、こういう流れの政

策を進めております。その中で私は思うんで

すが、一番下にありますが、やはり五感を活

かした楽しみというのが大事だと思うんですね。同じようなことを仰っている方も何人かおられますけ

れど、見て楽しむというのがありますし、聞いて楽しむ、それから色んないい匂いを嗅いだり、味わっ

たり、そして触れる楽しみとか、色んなのがあると思うんですが、一番代表的なのは、味覚ということ

で、「食」でしょうか。それから温泉に入って体感を楽しむとか、色んなのがあると思うんですが、そう

いった楽しさを通じて、いわば人の流れができて、海の世界というのは、楽しくまた奥が深いなという

ふうに思って頂ければ、いわば海の文化、海との共生、海の生活文化が、さらに将来につながっていく

んじゃないかと思っています。 

ここで「食」の中で言えば漁業ですね。魚をきっかけにした連携というのも当然あるでしょうし、色

んなことができるような気がするんです。そしてまた私ども海事行政に取り組んでいます海事思想の普

及というのでしょうか。海を身近に感じてもらいたい。そして海を親しく感じる子ども達を少しでも増

やしたいということにもつながるのではないかというふうに思っております。 

  

 ～クルーズ需要の増大～ 

 

代表選手の１つとしてクルーズというのがあると思います。ご承知のように世界のクルーズ需要は

2000 年の 1,000 万人から今や 2,000 万の大台に入って、日本発着が 20 万人でございますので、ちょっ



と横のままでございますけども、それもインバウンド 1,000 万人時代を契機として、新しい展開が起こ

ってくるのではないかと思っています。１つの例ですが、右の棒グラフ。これは日本に寄港した外国船

社のクルーズの例ではあります。棒グラフは寄港回数でございますけども、かつて年間 200 隻位だった

のが、500隻程度まで寄港している。色んな新しい多様なサービスが出ていると。これがまた１つの刺激

となって、少しでも多くの方が乗って楽しんで頂くというふうになればいいなと思っております。 

  

 ～船の旅は多様なおもしろさ～ 

 

クルーズ船に乗らなくても、実は船旅は楽

しいと。私どもは考えてみて、この１年に船

に乗ってみたことが何回あるかということ

なんですね。別に楽しいと思わなければ人は

乗らないんですが、結構色々あるんじゃない

かということを知ってもらうだけで、家族で

乗られたり、週末ちょっと行ってみようかと

か色んなことにつながると思っています。ク

ルーズも大型のクルーズじゃなくて、３泊とか短いショートクルーズから入って頂いてもいいですし、

実はそれより前に、考えてみたらフェリーとかたくさん船が走っているじゃないかという話があると思

います。そういう意味で、これはたまたま１つの会社の例ですが、大変多くのフェリー会社の船は素晴

らしく楽しい船が就航しています。いわばフェリーは物流機能を担うと共に、クルーズ船でもあるとい

う機能を持っているのをもっと知って頂きたいなというふうに思います。色んなキャビンがあって楽し

いですよね。 

そしてそれだけじゃなくて、右側にありますけども、実は航路によって色んな風景が楽しめる。これ

はたまたま「ふぇりーさんふらわぁ」が星空教室というのをやっているので、ご紹介しているわけです

けども、昼間の景色が見えないと思えば、星を見ればいいし、半分昼で半分夜というのもあります。あ



と臨時の航路が出ていたりして、日本海、太平洋とか色々ありますし、様々な楽しみの演出が今あるフ

ェリーでもできるというふうに思っています。それをもっと知ってもらって乗れないかということじゃ

ないかと思いますね。 

 それからもっと手軽にと言いますか、近いところにも色んな船がありますね。実は東京オリンピック

が決まってから、選手村とか東京の臨海部にありますから、舟運とか船でのアプローチであるとか、あ

るいは船で楽しんでもらうアトラクションなどを考えようじゃないかというのを、東京都や観光庁とも

話をしており、そういう海辺の空間を使って、船を活かして日本で海からの「おもてなし」をすること

ができないだろうかというのを今色々議論しています。 

その中で足元を見ても色々あるということの１つの例ではありますが、この右側、これはフローティ

ングバーということで、「ホタルナ」ですかね。浅草の方から出ている船がございます。お台場の方に行

く。これだと手軽に楽しめる、大変面白いと。左側は徳川家光が作った御座船を再現した「安宅丸」と

いう船なんですけれど、これが東京湾にございますので、今これをアピールできないかという取り組み

をされている会社の方もおられるし、様々な船が登場しつつありますので、楽しみの世界を東京湾で演

出することもまず手始めかなという感じも致します。 

  

 ～鳥羽における海洋観光の取組み～ 

 

それから海洋観光と言いますと、船だけではなくて、これは例えば鳥羽の例なんですけれど、３、４

年前に中部に勤務しておりました関係上、関係５県の色んな観光振興を一緒になってやっていたんです

けれど、海洋観光ということで言えば、いくつかの中の代表選手として鳥羽があると思いますけども、

これは船でも「伊勢湾フェリー」がありますね。愛知県側と。それから三島由紀夫の神島への市営航路

もこの鳥羽から出ている。それ以外に離島航路あり、架橋したものもあり、様々な楽しい海洋空間の世

界なんですが、もちろん海の幸、真珠、水族館、これも久しぶりに行くと面白いんですね。それに加え

まして、今ここで非常に伸びているのが『あまちゃん』の人気、放映される前の世界からやっています

けれど、海女小屋の体験ということで、海女さんが色んな魚介類焼いてくれて、そこで一緒にトークを



しながら、「例の磯笛ってどういうふうに吹くんですか？」とか、こういう話をしながら食べるという企

画に、参加する方が大変増えているとか。あるいは牡蠣も食べ放題など各地にありますけれど、そのよ

うなダイナミックなものや、海を見ながらヨガをするとか、様々なものがございます。 

  

 ～マリンレジャーの振興～ 

 

それ以外も例えばマリンレジャーの振興ということで、マリン団体の皆さんと一緒に体験乗船会であ

るとか、「海なでしこ」の皆さんも参加してもらって、もっとボートで遊びましょうという話やボートシ

ョーもございますし、あと今新しいビジネスモデルを導入できないかというのを考えています。これは

「海からのおもてなし」ということで、東京オリンピックを１つの契機というか、オーストラリアの方

がニセコに行ってスキーをやっていますよね。それと同じようにヨーロッパの方、あるいはアメリカの

方からいわゆるボートチャーターで、瀬戸内海に来て、もちろん芸術の島、これは成功していますけど

も、瀬戸内に楽しんでもらったらどうだろうと。これを実は欧米で盛んなボートチャーターをちょっと

勉強して入れられないかということで、この勉強を今はじめようとしていまして、今調査を関係の皆さ

んとやっているところです。色んな可能性に取り組んでおります。 

  

 ●終わりに：歌で楽しむ海 

 

最後が五感で感じるということで、聴覚の

世界なんですけども、海の歌が無くなって久

しいんじゃないかと思っています。とても寂

しい感じがしまして、最近で言いますと湘南

の歌ですよね。湘南でヒットソングが出てい

ましたけれど、それ以降あんまり生まれてい

ない。それでちょっと前に遡る「われは海の



子」という歌を調べてみました。これはある人のものをそのままご紹介したものですが、要するにこれ

は鹿児島県生まれの方がこの作詞をされて、その方が小樽に行ったときに歌詞を応募して文部省唱歌に

なったというものです。宮原晃一郎さんという人は鹿児島市の生まれで、今歌碑があるそうなんです。

私がアッと思ったのは、その歌碑のあるこの「われは海の子」ができた、多分宮原さんが小学校の頃の

風景を思って考えたんだろうと思うんですけれど、そこの小学校は清水小学校かなんだか忘れましたが、

２つあるんですけれど、今でも夏になりますと小学生が確か４キロの遠泳、目の前の桜島に向かって泳

ぐ遠泳をやるそうなんです。映画にもなったようでございますけれど、やっぱりこういう世界もあるの

かという感じでございまして、それで思いましたのが、これは「われは海の子」ですけれど、そういっ

た歌の再発見、つまり海を楽しむときには五感でやっぱり歌も何か音楽とか、食べ物もそうですけれど、

そういうふうなものも入れていくといいんじゃないかということを思いました。若干脱線したかもしれ

ませんが、こういう要素も皆さん頭に置いて頂いて、色んな取り組みを考えていければと思います。 

以上、時間が若干過ぎてしまいました。水平への新展開、垂直への新展開、楽しみの新展開というこ

とで、新しい分野に乗り出すという点で３つに絞ってお話させて頂きました。海事クラスターと申し上

げましたけれど、海の仲間が一緒になって新しい海を漕ぎ合っていく一助になればと思っております。

ご清聴ありがとうございました。 
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